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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期の売上は、日本においては、昨秋からの住宅投資減速の影響により厳しさが残るなか戦略製品を中

心に積極的な拡販に努めたことなどから前年水準を確保しました。欧州においては、ロシアは通貨安などにより非

常に厳しい状況が続きましたが、ロシア以外の欧州地域は回復基調が鮮明になりました。景気が底堅く推移する北

米においては、ホームセンタールート中心に大幅に伸長しました。アジア、その他の地域においては、前期に続

き、インド、中東が堅調に推移しました。これらの結果、売上収益は３４４億７百万円（前年同期比７％増）とな

りました。

 利益面においては、日本での売上の伸び悩み、ロシアでの売上の大幅な低迷、為替の影響などにより厳しい状況

となりましたが、収益性の高い新製品の積極的な拡販や総コストの低減などに努めたこと、さらには、平成２７年

４月１日に確定拠出年金制度へ移行したことに伴う退職給付制度の一部終了の会計処理による利益が確定したこと

により、営業利益２０億２千万円（前年同期比５４％増）、税引前四半期利益１９億９千８百万円（同５４％

増）、四半期利益１３億９千６百万円（同１１５％増）、親会社株主に帰属する四半期利益１３億８千６百万円

（同１２３％増）となりました。

 

［セグメント別状況］

①電動工具事業

 日本においては、住宅投資減速の影響を受け建築関連製品が伸び悩んだものの、競争優位なＡＣブラシレスモー

ター搭載の新製品や、増加基調にある設備投資に向けた製品を積極的に拡販したことなどから、売上収益は前年同

期比１％の増加となりました。

 欧州地域においては、好況下のイギリスおよび回復が進む南欧で大幅に伸長し、構成比の高い北欧も堅調に推移

しましたが、前四半期から急減速したロシアで非常に厳しい状況が続いたことや、為替がユーロ安で推移したこと

などから、売上収益は前年同期比６％の減少となりました。

 北米地域においては、アライアンス強化を図った大手ホームセンターとの取引が拡大したことに加え、為替が大

きく円安で推移したことなどから、売上収益は前年同期比２９％の大幅な増加となりました。

 アジア、その他の地域においては、好調を持続するインド、中東に加え、前期末に持ち直してきたタイが堅調に

推移したことなどから、売上収益は前年同期比１２％の増加となりました。

 以上の結果、当事業の売上収益は、３３４億４千６百万円（前年同期比７％増）となりました。営業利益につい

ては、収益性の高い新製品の積極拡販、原価低減をはじめとした総コスト低減の取組み強化などにより、１８億

１千１百万円（前年同期比５０％増）となりました。

②ライフサイエンス機器事業

 日本においては、大学・官公庁の研究施設向け販売が低調だったものの、大手企業向けを中心に主力である超遠

心機の拡販に努め、海外においては、新製品およびアクセサリの拡販や販路の強化に努めたことなどから堅調に推

移しました。

 その結果、当事業の業績は、売上収益９億６千１百万円（前年同期比１２％増）、営業利益２億９百万円（同

１１３％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産の部、負債の部及び資本の部の状況

 当第１四半期における資産合計は、１，５７２億１千４百万円であり、前連結会計年度末と比べて２４億７千６

百万円の増加となりました。このうち、流動資産は１,２２５億２千８百万円であり７億８百万円増加しました。

これは主に、為替の影響もあり棚卸資産が増加したことなどによるものです。

 負債の部は、３６７億９千６百万円であり２百万円増加しました。

 資本の部は、１，２０４億１千８百万円であり２４億７千４百万円増加しました。これは主に、在外営業活動体

の換算差額が増加したことなどによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、棚卸資産の増加などにより９億８百万円の支出となりました。

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の取得などにより１０億３千９百万円の支出とな

りました。

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、配当金の支払いなどにより２億９千６百万円の支出となりまし

た。

 以上の結果により、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前連結会計年度末残高から１７億９千１百万円減

少し、２９８億５千４百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当面の経済環境をみますと、日本経済は住宅投資に回復の兆しがみられ、欧州においては、ロシア経済の低迷が

長期化することやギリシャ情勢の影響がユーロ圏全域に波及する懸念はあるものの、欧州全体では緩やかな回復が

見込まれます。北米経済は、引き続き景気回復が続くものと見込まれ、また、新興国は、一部景気の鈍化が予測さ

れる地域はありますが、全体としては概ね緩やかに成長するものと思われます。

 このような状況下、当社グループは以下の施策によって業績の向上に努めてまいります。

 

［当社グループの施策］

 電動工具事業では、日本においては、販売拠点の拡充や営業力のさらなる底上げを図ってまいります。一方、海

外においては、活気づくことが見込まれる地域に対して機動的に営業強化を図り、販売物量の拡大をめざしてまい

ります。

 製品面では、市場規模が大きな先進国向けを中心に、作業効率の向上や堅牢性の強化を図った利便性の高い新製

品を継続的に投入してまいります。他社に先行して市場投入した高容量リチウムイオン電池搭載製品のラインアッ

プ強化を図るとともに、当社独自のＡＣブラシレスモーター搭載製品については特許網構築による競争優位性を強

みに徹底拡販を推進し、「ブラシレスの日立」のブランド確立を図ってまいります。

 ライフサイエンス機器事業では、主要取引先である大学・官公庁研究施設の需要掘り起し、フラッグシップモデ

ルの超遠心機や高速冷却遠心機の積極ＰＲ、海外販路のさらなる強化を推進するとともに、成長分野に位置づけて

いる材料系顧客の開拓・深耕を国内外でさらに強化し、売上の拡大を図ってまいります。

 収益に関しましては、新製品や高付加価値製品の拡販に努める一方、国内生産の集約によるコスト削減、欧米の

中央倉庫稼働、業務効率の向上などの総コスト削減を継続推進するとともに、引き続き連結損益を意識した取組み

を徹底することにより、収益力の向上を図ってまいります。

 

［連結業績予想］

 第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想は、平成２７年５月１１日に「平成２７年３月期 決算短

信」で公表しましたとおり、次のように見込んでおります。なお、第２四半期以降の為替レートは、１米ドル

１２０円、１ユーロ１３０円を前提としております。

（単位：百万円）
 
  売上収益 営業利益 税引前利益

親会社株主に
帰属する当期利益

 平成２８年３月期

 第２四半期連結累計期間
 71,000 3,600 3,400 2,300

 平成２８年３月期 通期 145,000 8,400 8,000 5,500
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

 該当事項はありません。
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３．要約四半期連結財務諸表

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円） 
 

 
前連結会計年度 

平成27年３月31日 
当第１四半期連結会計期間 

平成27年６月30日 

資産の部    

流動資産    

現金及び現金同等物 31,645 29,854 

売上債権 35,015 34,863 

棚卸資産 51,617 54,454 

その他の流動資産 3,543 3,357 

流動資産合計 121,820 122,528 

非流動資産    

有価証券及びその他の金融資産 3,746 3,997 

有形固定資産 18,248 18,322 

無形資産 5,921 6,301 

繰延税金資産 3,799 3,767

その他の非流動資産 1,204 2,299 

非流動資産合計 32,918 34,686 

資産の部合計 154,738 157,214 

     

負債の部    

流動負債    

短期借入金 10,268 11,008 

その他の金融負債 3,144 3,320 

買入債務 10,040 9,527 

未払費用 6,667 6,720 

未払法人所得税 1,183 850 

その他の流動負債 1,481 1,691 

流動負債合計 32,783 33,116 

非流動負債    

退職給付に係る負債 3,450 3,115 

その他の非流動負債 561 565 

非流動負債合計 4,011 3,680 

負債の部合計 36,794 36,796 

     

資本の部    

親会社株主持分    

資本金 17,813 17,813 

資本剰余金 21,558 21,558 

利益剰余金 79,850 80,628 

その他の包括利益累計額 11,302 13,003 

自己株式 △13,641 △13,642 

親会社株主持分合計 116,882 119,360 

非支配持分 1,062 1,058 

資本の部合計 117,944 120,418 

負債・資本の部合計 154,738 157,214 
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（四半期連結累計期間） 

（要約四半期連結損益計算書） 

（単位：百万円） 
 

 
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成26年４月１日 
至 平成26年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年６月30日） 

売上収益 32,205 34,407 

売上原価 △20,884 △22,884 

売上総利益 11,321 11,523 

販売費及び一般管理費 △9,992 △10,400 

その他の収益 137 1,016 

その他の費用 △157 △119 

営業利益 1,309 2,020

金融収益 74 84 

金融費用 △84 △106 

税引前四半期利益 1,299 1,998 

法人所得税費用 △650 △602 

四半期利益 649 1,396 

四半期利益の帰属    

親会社株主持分 622 1,386 

非支配持分 27 10 

     

１株当たり四半期利益    

基本的１株当たり親会社株主に帰属する 

四半期利益(円) 
6.13 13.67 

 

（要約四半期連結包括利益計算書） 

（単位：百万円） 
 

   
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成26年４月１日 
至 平成26年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年６月30日） 

四半期利益   649 1,396 

       

その他の包括利益      

純損益に組み替えられない項目      

その他の包括利益を通じて測定する 

金融資産の公正価値の純変動額 
  44 116 

確定給付制度の再測定   ― ― 

純損益に組み替えられない項目合計   44 116 

       

純損益に組み替えられる可能性がある項目      

在外営業活動体の換算差額   △737 1,611 

純損益に組み替えられる可能性がある 

項目合計 
  △737 1,611 

       

その他の包括利益合計   △693 1,727 

四半期包括利益   △44 3,123 

四半期包括利益の帰属      

親会社株主持分   △49 3,087 

非支配持分   5 36 
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

（単位：百万円） 
 

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

  

          

親会社株主 
持分合計 非支配持分 

資本の部 
合計 資本金 資本剰余金 利益剰余金 

その他の 
包括利益 
累計額 

自己株式 

期首残高 17,813 21,558 78,768 5,123 △13,638 109,624 969 110,593 

当期変動額                

四半期利益 － － 622 － － 622 27 649 

その他の包括利益 － － － △671 － △671 △22 △693 

当期包括利益合計 － － 622 △671 － △49 5 △44 

剰余金の配当 － － △608 － － △608 △10 △618 

自己株式の取得及び売却 － － － － △0 △0 － △0 

その他の変動額 － － － － － － － － 

持分所有者との取引合計 － － △608 － △0 △608 △10 △618 

期末残高 17,813 21,558 78,782 4,452 △13,638 108,967 964 109,931 

                 

 

（単位：百万円） 
 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

 

         

親会社株主 
持分合計 非支配持分 

資本の部 
合計 資本金 資本剰余金 利益剰余金 

その他の 
包括利益 
累計額 

自己株式 

期首残高 17,813 21,558 79,850 11,302 △13,641 116,882 1,062 117,944 

当期変動額                

四半期利益 － － 1,386 － － 1,386 10 1,396 

その他の包括利益 － － － 1,701 － 1,701 26 1,727 

当期包括利益合計 － － 1,386 1,701 － 3,087 36 3,123 

剰余金の配当 － － △608 － － △608 △40 △648 

自己株式の取得及び売却 － 0 － － △1 △1 － △1 

その他の変動額 － － － － － － － － 

持分所有者との取引合計 － 0 △608 － △1 △609 △40 △649 

期末残高 17,813 21,558 80,628 13,003 △13,642 119,360 1,058 120,418 
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） 
 

 
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成26年４月１日 
至 平成26年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年６月30日） 

営業活動に関するキャッシュ・フロー    

四半期利益 649 1,396 

     

四半期利益から営業活動に関する 

キャッシュ・フローへの調整 
   

減価償却費及び無形資産償却費 648 739 

法人所得税費用 650 602 

金融収益及び金融費用 10 22 

売上債権の増減（△は増加） 2,913 1,074 

棚卸資産の増減（△は増加） △2,280 △1,481 

買入債務の増減（△は減少） △86 △731 

未払費用の増減（△は減少） △509 △92 

退職給付に係る負債の増減（△は減少） △148 △1,440 

その他 293 △74 

小計 2,140 15 

利息の受取 64 65 

配当金の受取 10 12 

利息の支払 △44 △46 

法人所得税の還付 60 69 

法人所得税の支払 △830 △1,023 

営業活動に関するキャッシュ・フロー 1,400 △908 

     

投資活動に関するキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得 △461 △737 

無形資産の取得 △202 △318 

その他 17 16 

投資活動に関するキャッシュ・フロー △646 △1,039 

     

財務活動に関するキャッシュ・フロー    

短期借入金の増減（△は減少） 784 351 

配当金の支払 △605 △605 

その他 △39 △42 

財務活動に関するキャッシュ・フロー 140 △296 

     

現金及び現金同等物に係る為替変動による影響 △221 452 

現金及び現金同等物の増減額 673 △1,791 

     

現金及び現金同等物の期首残高 31,920 31,645 

現金及び現金同等物の四半期末残高 32,593 29,854 
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記)

 該当事項はありません。

 

（親会社株主持分の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報)

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 

報告セグメント

調整額
要約四半期連結
損益計算書計上額

(注)電動工具
ライフサイ
エンス機器

小計

 売上収益          

 (1) 外部顧客に対する売上収益 31,344 861 32,205 ― 32,205

 (2) セグメント間の内部

   売上収益又は振替高
― ― ― ― ―

計 31,344 861 32,205 ― 32,205

セグメント利益 1,211 98 1,309 ― 1,309

金融収益及び費用 ― ― ― ― △10

税引前四半期利益 ― ― ― ― 1,299

(注)  セグメント利益は、要約四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

2. 地域別売上収益に関する情報

（単位：百万円） 

日本 アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 合計

9,355 2,966 10,917 6,953 2,014 32,205

(注)  売上収益は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 

報告セグメント

調整額
要約四半期連結
損益計算書計上額

(注)電動工具
ライフサイ
エンス機器

小計

 売上収益          

 (1) 外部顧客に対する売上収益 33,446 961 34,407 ― 34,407

 (2) セグメント間の内部

   売上収益又は振替高
― ― ― ― ―

計 33,446 961 34,407 ― 34,407

セグメント利益 1,811 209 2,020 ― 2,020

金融収益及び費用 ― ― ― ― △22

税引前四半期利益 ― ― ― ― 1,998

(注)  セグメント利益は、要約四半期連結損益計算書の営業利益であります。
 

2. 地域別売上収益に関する情報

（単位：百万円） 

日本 アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 合計

9,501 3,497 10,322 8,989 2,098 34,407

(注)  売上収益は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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